
平成 28 年 10 月 19 日 

練馬区地域医療課 

 

平成 28 年度新規事業の進捗について 

 

 

１ 退院支援に係る課題抽出事業について（H28 年度新規事業） 

 

（１）目的 

    各地区において病院を中心とした退院支援が円滑に行えるよう、病院と在宅サービ

スとの連携上の課題を抽出する。課題抽出後、課題解決のための施策の策定・実施お

よび検証を通じて、退院から在宅療養への移行を円滑に行えるようにする。 

 

（２）事業内容 

  1）実施対象病院 

・ 練馬地区 ：公益財団法人 東京都医療保健協会 練馬総合病院 

・ 石神井地区：学校法人 順天堂 順天堂大学医学部附属練馬病院 

・ 大泉地区 ：東京保健生活協同組合 大泉生協病院 

・ 光が丘病院：公益社団法人 地域医療振興協会 練馬光が丘病院 

 

  2）スケジュール 

① H28.4 月～5月  病院および事業者への事前調査 

②   6 月～7月  第 1 回意見交換会（事前調査を踏まえた現状の共有） 

③   10 月～11 月 第 2 回意見交換会（連携にかかる課題の抽出） 

④ H29.4 月～5月  第 3 回意見交換会（課題解決施策案の検討） 

 

3）意見交換テーマ 

   ・情報共有および連携の機会について 

   ・情報共有関係書類について 

   ・地域の社会資源情報について  等 

 

（３）第 1回意見交換会実施結果 

  1）共通して挙げられた主な意見 

   ・時間的余裕がない場合や急な連絡の際は、退院前カンファレンスに参加できないこ

とが多いので事前に連絡して欲しい。（在宅医、訪問看護師、ケアマネジャー） 

   ・退院前カンファレンスに参加できない場合でも状況が把握できるよう、議事録を共

有して欲しい。共通のフォーマットがあっても良い。（在宅医、訪問看護師、ケアマ

ネジャー） 
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   ・医療連携加算情報提供書の各病院での提出先や提出するタイミングがわからない。

（ケアマネジャー） 

   ・医療連携加算情報提供書の書類（記載項目）が統一されておらず必要な情報が抜け

ていたりするので、共通フォーマットがあると良い。（MSW、病棟看護師、ケアマネ

ジャー） 

   ・病院における連携の窓口がわからない。（ケアマネジャー） 

   ・特殊事例（がん末期・人工呼吸器等）に対応できる在宅医や訪看については情報を

持っているが、老健についてはわからないことが多い。（MSW、在宅医、訪問看護師、

ケアマネジャー） 

 

2）地区ごとの意見 

   別紙１参照 

 

（４）在宅療養専門部会における意見 

   ・病院側と在宅側が共に患者に行う退院時共同指導加算についての検討を、次回以降

盛り込むべき。 

   ・在宅療養を行う場合に、家族の拒否が問題になる場合もある。在宅を推進するうえ

では、緊急のレスパイト等も考えるなど、窓口を広げることも重要である。 

   ・在宅療養の推進には、患者と家族の意向の確認が重要である。 

 

 

  



２ 介護老人保健施設の調査研究について（H28 年度新規事業） 

 

（１）目的および概要 

    介護老人保健施設（以下、老健）の実態を把握し、区民および医療・介護事業者か

らの理解促進を図るべく、区内の老健職員でワーキンググループ（以下、WG）を設置

する。WG において、老健の現状と課題を明らかにし、各老健の特性を活かした利用促

進方法について検討する。 

 

（２）検討の経過 

検討回 参加者 実施概要 

事前調査 

（４月） 

病院スタッフ・在宅医・ケア

マネジャー等 9 名 

・施設利用の課題や老健に期待する機能について、グループ

インタビューを実施。 

第一回 WG 

（６月） 

区内老健を運営する 12 法人 

(施設長・事務長・リハビリ部

長等) 

・事前調査および問題意識の共有、課題の抽出を実施。 

  ①老健の認知度不足 

  ②他職種との交流の少なさ 

第二回 WG 

（７月） 
同上 ・情報発信のコンテンツ作成等、具体的な対応について検討。 

第三回 WG 

（９月） 
同上 ・前回に引き続き、課題に対しての対応案を検討。 

 

（３）老健の利用促進を図るうえでの課題および対応案 

課題 対応案 

利用者側（区民および老健を利用する多職種） 

による老健の認知度の向上 

老健の認知度向上へ向けた資料の作成 

 ①区民向けの周知用資料の作成 

 ②事業者向けの周知用資料の作成 

他職種との交流機会の加増 老健職員と他スタッフによる交流の場作り 

 

（４）ワーキンググループ各回の概要 

    別紙２参照 

 

（５）在宅療養専門部会における意見 

   ・老健利用職種側の思いや要求等について、伝えられる場を設けてほしい。 

   ・議論の際には、老健が病院等でどれくらい診てもらっているか、その後老健への復

帰率や療養型病院へ行く割合はどれほどか等、実質的データがあるといい。 

   ・老健を全く知らない患者さんが多いことから、認知度向上のための資料を作成する

際には、すべての情報が行き届くものにして欲しい。 

   ・今年度の取組を踏まえ、来年度以降も取組の継続を期待する。 
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≪参考≫ 

練馬区内 介護老人保健施設一覧 

No 地区区分 施設名称 所在地 

1 
練

馬 

桜台 
介護老人保健施設 

ミレニアム桜台 
桜台２－１－１３ 

2 豊玉北 
介護老人保健施設 

リハビリパーク練馬 
豊玉北１－２０－２０ 

3 

石

神

井 

上石神井 神石介護老人保健施設 上石神井３－３３－６ 

4 高野台 
介護老人保健施設 

カタクリの花 
高野台５－３２－１２ 

5 関町東 
介護老人保健施設 

エスポワール練馬 
関町東１－１－９ 

6 

大

泉 

大泉 

学園町 

介護老人保健施設 

大泉学園ふきのとう 
大泉学園町８－２４－２５ 

7 大泉町 
介護老人保健施設 

練馬ゆめの木 
大泉町２－１７－１ 

8 東大泉 
介護老人保健施設 

みんなの笑顔 
東大泉５－２９－１３ 

9 

光

が

丘 

春日町 
介護老人保健施設 

葵の園・練馬 
春日町４－３７－３０ 

10 

北町 

介護老人保健施設 橘苑 北町３－７－２２ 

11 
介護老人保健施設 

第二橘苑 
北町２－３２－１４ 

12 平和台 
平和台介護老人保健施設 

アバンセ 
平和台１－１６－１２ 

13 氷川台 
介護老人保健施設 

ライフサポートひなた 
氷川台２－１４－３ 

 

 


